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概要と背景
Å ꜡ ： 動画や写真に写っている物体を ιρ ꜡する
技術

Å ™꜡ ： 複数の動画、写真を照合． ԁ ΤϬ
する技術 → 人流観測，行動予測に役立つ

Å現在，人工知能を利用した人物再識別は様々な場面で利用が
始まっている．人の行動情報の価値は高い

顔認証，防犯システム，渋滞回避や店舗のマーケティングなど

[システム上の課題] “ の︡ ρḚ
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取り組み
Å ™꜡ ЄІГЭの試作に取り組んだ

①システムの Ϝ 、 Ϝיּ であることに留意

→ オンラインのデータベースシステムを利用

②Д˔Ќ︡ ʺД˔ЌḚ χṐ は必須

→ JSONデータ形式でデータを取り扱う

③最新のḺЊТЕϳϵϯ Dlib （人工知能による顔検知、顔識別のラ
イブラリ）を使用

ᾤ πϜД˔ЌḚ πΦϥχΤ？ Д˔Ќχ︡ ψ ӬΤ？

Д˔Ќχא ψ ӬΤ？ を評価

※ 駐車場，商店，公園など私的領域内での利用を仮定．

システムの運用、利活用が簡単かを評価 3



人物再識別システムの機能

①Windows パソコン，カメラ

ᵊ χ︡ ʼḺᾁ ʼ ™꜡

②オンラインのデータベースシステムを利用

︡ ΰθᵊ ρ ϬṜ

【利用イメージ】 観光地や駅など行動予測に利用できそうな場
所にカメラを複数設置．

互いをオンラインでつなぐ．

動画
Ḻᾁ

画像
画像情報

(日時，場所
等)

取得したデータ
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データベースシステム
ÅGoogle社のFirebase

Å画像と画像情報を保存

Å ™꜡ では、データベース内の他の画像をユーザが取得し，
照合を行う．その結果は，データベースに追記．

データベース( Firebase )
Cloud Storage           Realtime Database

A

画像

ʼ Ṝ

︡

ユーザ

B

画像

C

画像
D

画像

B
画像
情報

A
画像
情報
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人物再識別システムの実験計画

人物再識別システムを試作，次の項目で評価

①撮影した動画からのḺᾁ

②データベースシステムのД˔ЌḚ

③顔情報を利用した ™꜡
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顔検知実験 1/2
Dlibソフトウェアを利用した顔検知（顔領域部分の抽出）

1. 撮影した動画を指定フレームごとに画像に変換．

2. 画像を顔識別ソフトウェアDlibを利用．

顔領域の座標を取得．顔領域部分のみを画像を抽出することも可能．

図1 指定フレームごとに画像へ変換
図2 顔領域部分の検知画像

Faces detected: 1
Left: 88  Top: 252
Right: 332 Bottom: 497
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顔検知実験 2/2

複数人写っている画像でのḺᾁ

3名の顔 → 1枚の画像から，3つの顔領域を自動取得

Face detected: 3
左から
Left: 114 Top: 170 Right: 176 Bottom: 232
Left: 314 Top: 176 Right: 366 Bottom: 228
Left: 492 Top: 188 Right: 544 Bottom: 239 

図3 複数人における顔検出と結果 8



画像データの管理

画像データの管理

Google Cloud Storage

図4 Google Cloud Storageに画像を保存
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Å画像のアップロードと
ダウンロードはPython
ライブラリpyrebaseを
使用して容易に行うこ
とができた．

Åデータは再識別などの
利用できる



JSONデータの管理

ÅRealtime Databaseに
データ(filename ，場所
情報，形式，日付)を記
録

Åデータの記録と取得は
Pythonライブラリ
python -firebaseを使用
し，容易に行うことが
できた．

図5 Databaseに画像情報の記録

図6 データベースから画像情報の取得 10

JSONデータの管理

Google Realtime Database



人物再識別実験 1/3

Å研究室4名の顔写真（ᾕᵊ ）

各自携帯で撮影した画像

撮影した環境(端末や場所，日時)はそれぞれ別

以下，4名をa，b，c，dとする

Åםᾓ︣

①各自，顔画像（顔検知された画像）を1枚ずつ選出

②収集した他の元画像との人物再識別を実施

※ 使用した顔識別ソフトウエアで，良好な結果が得られるよ
う，元画像のサイズを幅480高さ620pixelに縮小して実験を実
施
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人物再識別実験 2/3

人物aの結果
同一人物として識別された画
像は24枚．
他の３名と誤識別された
画像は0枚であった．

人物bの結果
同一人物として識別された画
像は12枚．
他の３名と誤識別された
画像は1枚であった．

図 aから選出した画像と結果 図 bから選出した画像と結果
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人物再識別実験 3/3

人物cの結果
同一人物として識別された画
像は16枚．
他の３名と誤識別された
画像は0枚であった．

人物dの結果
同一人物として識別された
画像は6枚．
他の３名と誤識別された
画像は0枚であった． 13



人物再識別結果まとめ
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꜡ χּא
ˢḺᾁ ↄϙχ
ԁ χּא Ϭ

ˣ

Ξκ Ξκ῏

a 25 24 0

b 13 12 1

c 16 16 0

d 6 6 0

実験結果は，顔検知さ
れた画像のみで行った
結果である．
顔検知されなかったり，
同一人物でも再識別で
きなかった画像につい
ては卒業論文のwordの
方で説明している．



まとめ
人物再識別システム

ÅḺϬӌΞθϛʺṌ χḺ꜡ ЊТЕϳϵϯϬ►

→ 実験結果より，事前に撮影した画像から顔検知されない画像が数
枚あったが，再識別に関しては良好な結果であることを確認できた．

ϷржϱрχД˔ЌЦ˔ІЄІГЭϬ

→ Python, Google Cloud Storage, Google Realtime Database を使

用

データのアップロード，ダウンロードは容易にできた．

Å画像，カメラ，人物再識別からさらに特徴や情報を収集する手段が増
えれば，人の行動予測を正確にかつ容易に行えると考えている．
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